
































































































































































































































































































































































































































































































































































































(27) 中島力造「英国新カント学派に就て」『輓近の倫理学書』富山房 1896 p.224,p.226
(28) グリーン倫理学の研究は行安茂の研究に詳しい。『近代日本の思想家とイギリス理想主義』北
樹出版 2007、『T.H.グリーン研究』御茶の水書房 1982など。
(29) 井上哲次郎『中学修身教科書』金港堂 1902巻五 pp.5-8,pp.62-63
(30)「personality」の訳語の選定にも井上が関わっている。「中島博士が或時Personalityは何と訳
したらよからうかと訊かれたので、直ちにそれは人格と訳したらよからうと答へたところ、博
士は早速倫理学の講義に人格といふ言葉を使用された」。井上哲次郎「中島力造博士を追憶す」
『丁酉倫理会講演集』436大日本出版 1932p.82
(31) 注30、井上「中島力造博士を追憶す」p.81
(32) 中島力造『グリーン氏倫理学説』同文館 1909p.330
(33) グリーン倫理思想の受容と展開について、比較的最近のもので、新谷賢太郎「わが国における
T.H.グリーンの倫理思想の展開過程」金沢大学教育学部紀要 第10号 1962、行安茂「日本
におけるT.H.グリーンの受容」『イギリス思想研究叢書10日本イギリス哲学会監修 T.H.グ
リーン研究』行安茂・藤原保信責任編集 御茶の水書房 1982、水野友晴「日本におけるトマ
ス・ヒル・グリーンの受容史から垣間見えるもの」京都大学文学研究科21世紀COEプログラ
ム「グローバル化時代の多元的人文学の拠点形成」新たな対話的探求の論理の構築 第6回研
究会2003、7．26報告などの研究がある。
(34) 注33、新谷「わが国におけるＴ・Ｈ・グリーンの倫理思想の展開過程」p.114、水野「日本に
おけるトマス・ヒル・グリーンの受容史から垣間見えるもの」p.283
(35) 小柳司気太「自我実現説と儒教の倫理」『哲学雑誌』224有斐閣 1905p.250
(36) 中島はグリーン倫理学の紹介当時から、グリーン批判を行っている。注(27)「英国新カント学
派に就て」、注(33)『グリーン氏倫理学説』など。
(37) 深作安文「恩師中島力造先生を偲びまつる」『丁酉倫理会倫理講演集』大日本印刷43619392
p.95
(38) 井上哲次郎「恩師中島力博士を追憶す」『丁酉倫理会倫理講演集』大日本印刷4361939pp.81-
82
(39) 吉田静致『倫理学演義』東京宝文館 1913p.104
(40) 稲垣良典 長崎純心大学学術叢書１：『トマス・アクィナス倫理学の研究』九州大学出版会
1997pp.372-373
(にし ゆうさい 文学研究科仏教文化専攻博士後期課程)
(指導：田山 令史 教授)
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